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１. 入学願書（本校所定の用紙） ………………………………（6）ページ
※写真は以下の条件を満たしているものを3枚用意し、入学願

書に貼り付けてください。裏面に氏名を記入してください。
・上半身（胸部から上、頭部が入りきったもの）
・正面、脱帽、目がかくれていないもの
・最近3か月以内に撮影したもの（背景無地）
・サイズ　 縦3㎝×横2.4㎝
・カラー

２. 推薦書（本校所定の用紙）（専願）………………………（7）ページ
※中学校新卒者で本人が推薦入学を希望し、かつ中学校長が入学を推

薦する方のみ。（推薦入学の場合は、作文は必要はありません。）

３. 作　文 ………………………………………………………（8）ページ
400字以内。文題自由。※一般入試の場合のみ必要

４. 選考料　10,000円を振り込んだ領収書のコピー
※事前に、下記の銀行口座に必ず生徒氏名でお振り込みください。
　（現金はお受け取りができません。）
※出願書類一式を郵送する際に、銀行振込済みの領収書のコピー

を同封してください。
一旦受理した提出書類・選考料は理由のいかんに関わらず返
還できません。

・振込先銀行／伊予銀行　本店営業部　普通預金
・口座番号／ 4701247　・口座名／学校法人　河原学園

５. 調査書
一般の中学校様式：公立高校様式に準ずる

3. 出　願　書　類

4. 願書受付期間・入学試験日程

1. 課程・学科・修業年限・定員 2. 出　願　資　格
１. 令和８年3月に中学校を卒業見込みの方
２. 中学校を卒業した方
３. 高等学校を中途退学された方
４. 高等学校在学中の方（現在の高校から調理への進路変更の

目的で、4月に新入生として入学し、3年後の卒業をめざす方）

河原調理専門学校と未来高等学校のダブルスクールとなりますので、未来高等学校への出願書類が必要になります。未来高等学校の出願書類をご用意し精読ください。
※未来高等学校の願書の希望コースは「集中スクーリングコース」に  をつけてください。※推薦入学の場合、未来高等学校への推薦書も必要になります。※作文は一般
入試の場合に必要です。河原調理専門学校の作文用紙を使用してください。※未来高等学校の選考料は免除されます。※未来高等学校への調査書も必要になります。（高校
在学中の方、高校で単位を修得し退学された方は不要です。）
河原学園家族制度を申請される方は未来高等学校の家族制度申込書を同封して出願してください。

昼
　
間

課程名（分野） 高等課程（衛生）
学科名 調理師養成学科

修業年限 3年
定　員 36名

※日曜祝祭日および年末年始を除きます。
※願書受付は、直接持参するか郵送でも可能です。
（出願書類を同封の上、申込み期間に必着する
ように送ってください。）

※第１回の入学試験は、推薦入試のみになります。

※第５回の出願締切は、４月１日（水）12：00
厳守。

◎願書受付時間
　月～金の午前9時～午後5時

申 込 み 期 間 入学試験日 入試区分

第1回 令和７年 12月 １日（月）～ 令和８年 1月 ８日（木） 1月 15日（木） 推薦

第2回 令和８年 1月 ９日（金）～ 令和８年 1月 29日（木） 2月 5日（木） 推薦・一般

第3回 令和８年 1月 30日（金）～ 令和８年 2月 20日（金） 2月 28日（土） 推薦・一般

第4回 令和８年 2月 24日（火）～ 令和８年 3月 16日（月） 3月 21日（土） 推薦・一般

第5回 令和８年 3月 17日（火）～ 令和８年 4月 1日（水） 4月 2日（木） 一般

出願書類一覧
〈未来高等学校と併修の方〉

令和８年3月に
中学校を卒業見込みの方

中学校を既に卒業し、
どちらにも進学をして
いない方（中学校既卒
の方）

高校に進学した方 高校進学後退学した方

現在在学中の方 高校で単位を
修得された方

高校で修得された
単位がない方

入試区分 推薦入試の場合 一般入試の場合 一般入試の場合 一般入試
 （3月25日までに出願） 一般入試 一般入試

提

出

書

類

宛　　先 河原調理
専門学校

未来
高等学校

河原調理
専門学校

未来
高等学校

河原調理
専門学校

未来
高等学校

河原調理
専門学校

未来
高等学校

河原調理
専門学校

未来
高等学校

河原調理
専門学校

未来
高等学校

1. 入学願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. 推薦書 ○ ○ − − − − − − − − − −

3. 作文 − − ○ − ○ − ○ − ○ − ○ −
4. 選考料の
　 領収書コピー ○ − ○ − ○ − ○ − ○ − ○ −

5. 調査書
　（一般の中学様式） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ − ○ ○

6. 成績単位修得証
　 明書（高校様式） − − − − − − − ○ − ○ − −

7. 在学期間証明書
　 あるいは
　 在籍期間証明書
　（高校様式）

− − − − − − −

○（上記6
に在学期間
が記載され
ている場合
は不要）

−

○（上記6
に在学期間
が記載され
ている場合
は不要）

−

○（上記6
に在学期間
が記載され
ている場合
は不要）

備　　考 特待生制度については4ページ
「15.河原調理専門学校特待生制度」を参照してください。

過去に複数の
高校に在籍さ
れた方は過去
の在籍校の「在
学期間証明書」
を併せて提出
してください。

過去に複数の
高校に在籍さ
れた方は過去
の在籍校の「在
学期間証明書」
を併せて提出
してください。

過去に複数の
高校に在籍さ
れた方は過去
の在籍校の「在
学期間証明書」
を併せて提出
してください。

（1）



5. 選　考　方　法

6. 合　格　発　表

7. 入学手続き

①入学の選考方法 ・推薦入試（専願）… 書類選考（中学校からの推薦書※1、調査書等）　※1　中学校新卒者で中学校長が推薦する方のみ。

面接（本人のみ）
・一般入試………… 書類選考（作文・調査書等）

面接（保護者同伴）
※未来高等学校を併修される場合は、未来高等学校の選考も兼ねます。

②河原調理専門学校特待生制度
　 （4）ページ15.「河原調理専門学校特待生制度」を参照ください。

合否は、中学校と本人・保護者へ郵送で通知します。

１． 入学手続き関係書類は、合否通知送付の際にお送りします。
２． 入学金等は合格通知到着後、期日までに納入してください。
３． 期日までにご連絡もなく入学金を納入していただけない場合、入学を取り消すことがありますので、ご注意くださ

い。（他校との併願をされている場合は、その旨をご連絡ください。）

河原調理専門学校 未来高等学校

資料請求 お問い合わせをいただきましたら、河原調理専門学校および未来高等学校のパンフレットと募集要項をお送りします。
募集要項をよく読み、内容をご確認ください。

▼
学校説明会

オンライン説明会
オープンスクール

河原調理専門学校の学習の仕方、資格、入学手続き、特待生制度、学費等について詳しく説明いたします。
※特待生の出願をするには、本校のオープンスクールに参加していることが条件です。

▼
選考料の振込

〈（1）ページ3.「出願書類」参照〉

河原調理専門学校の選考料10,000円を
指定の口座にお振り込みください。
※1ページ3-4.選考料参照

未来高等学校の選考料は免除されます。

▼

中学校経由で
出　題

〈（1）ページ3.「出願書類」参照〉

河原調理専門学校の入学願書・調査書・推薦書※

・作文※※・選考料を振込んだ領収書のコピーを
中学校経由で提出してください。
※一般入試の場合、「推薦書」は不要です。
※※推薦入試の場合、「作文」は不要です。
※特待生は本校専願で、河原調理専門学校への「推薦書」が必要です。

未来高等学校の入学願書・調査書・推薦書※を
中学校経由で提出してください。

（作文は河原調理専門学校と共用です）
未来高校のコースの部分には、「集中スクーリングコース」に印を付けてください。
※一般入試の場合、「推薦書」は不要です。
※特待生は本校専願で、未来高等学校への「推薦書」が必要です。
※河原学園家族制度を申請される方は、未来高等学校の家族制度
申込書を同封して出願してください。

▼
受験票到着 中学校経由で本校から届く受験票と受験案内をご確認ください。

▼
入学試験・選考

〈（1）ページ4.「願書受付
期間・入学試験日程」参照〉

面接・書類選考（筆記試験はありません）
河原調理専門学校及び未来高等学校の入学選考を同時に行います。

▼
合格発表 合否、特待生選考結果は、中学校と本人・保護者へ郵送にて通知します。

9. 河原学園　家族制度
保護者･兄弟姉妹が人間環境大学･河原学園専門学校※を卒業･在籍中の場合、または、兄弟姉妹が河原調理専門
学校（高等課程）･未来高等学校の平日コース（週5日）を卒業･在籍中の場合、河原調理専門学校（高等課程）
に入学する生徒の入学金を免除します。※:2年制以上の学科に限る

一旦納入された入学金は、理由のいかんにかかわらず返還できません。

８. 入　学　金 50,000円

（2）



11. 取得できる資格について

備　　　考　補助活動費として処理する場合はその都度の費用請求はしません。

　１～6の資格や免許取得が可能です。それぞれにテキスト教材費用、受験料、登録料が必要です。各費用処理は下記のように行います。

　 資格・免許 　 テキスト教材費用 受験料 申請料
1 調理師免許 卒業時に免許取得 不要 不要 行政へ各自支払

2 製菓衛生師（パティシエ） 原則全員受験 補助活動費から徴収 行政へ各自支払 行政へ各自支払

3 ふぐ取扱免許 希望者に受験指導 試験前に実費直接支払 行政へ各自支払 行政へ各自支払

4 食育インストラクター 原則全員受験 補助活動費から徴収 補助活動費から徴収 不要

5 技術考査（専門調理師学科試験免除） 原則全員受験 補助活動費から徴収 補助活動費から徴収 不要

6 高校卒業 未来高等学校卒業 補助活動費から徴収 不要 不要

10. 年間の納入金

1．納入金については、合格通知と一緒に納入案内をお送りします。期日までに必ずお
振り込みください。（現金でのお受け取りはできません）

２．納入金は原則として一括納入ですが、分納を希望される場合はご相談ください。（家
庭事情により2回までの分納が可能です）

3．補助活動費は教材費、行事費などに使われます。不足する場合は追加で納入をお願
いします。

4．標準服、包丁・砥石、白衣一式や一部の教科書等の費用は実費となります。入
学案内に詳細をまとめています。

5．調理師免許を取得するのには試験はありませんが、資格申請の際に別途健康診断
や申請料がかかります。資格試験や資格取得の手続き料等は、別途実費負担となり
ます。〈下記の11.「 取得できる資格について」をご参照ください。〉

6．河原調理専門学校の授業料については、就学支援金の手続きが完了後、納入案内を
お送りします。一旦納入された校納金は理由のいかんに関わらず返還できません。
入学後、年度途中に退学・転出・休学をする場合も年額の校納金・授業料を納め
ていただきます。

＜納入金の納入についての留意点＞

＜標準服について＞
入学手続き関係書類に案内を同封しております。（夏服23,000円・冬服52,000円程度）

＜包丁・実習着について＞
入学手続き関係書類に案内を同封しております。（合わせて70,000円程度の見込み）
入学辞退でも実費負担が必要な場合があります。

未来高等学校を併修される場合
未来高等学校の授業料（75,000円）は、高等学校等就学支援金の対象とはなりませ
ん。納入案内をお送りしますので、所定の口座にお振り込みください。詳細は未来高
等学校・河原調理専門学校へお問い合せください。
フリーダイヤル 0120-89-4447

12. 授　業　料 授業料は年間で400,000円です。申請により、就学支援金を受給することができます。
下記は令和７年度時点の実績です。法改正等により変更を予定していますので詳細はHPをご参照ください。

在籍年度に本校に納めていただく納入金は、 【校納金】と【授業料】となります（毎年、納入いただくものです）。詳細は、
下記のとおりとなります。

【校納金】
コース

費　目 高等課程 調理師養成学科

河
原
調
理
専
門
学
校

授 業 料 ※「12. 授業料」ご参照
ください。

校
　
納
　
金

実 習 費 100,000円

施 設 設 備 費 100,000円

補 助 活 動 費 60,000円

未
来
高
等
学
校

授 業 料 75,000円

校
　
納
　
金

教 育 振 興 費 免除

施 設 設 備 費 免除

補 助 活 動 費 免除

平日コース費 免除

総合計（年間） 335,000円

【注意事項】大切な内容ですから、 よくお読みください。
※1 授業料は、入学時に科目を履修した時点で発生しますので、単位不認定、年度途中での休学、他校への転学、 退学の場合も、自己負担額の全額を

納入していただく必要があります。
※2 就学支援金を申請された場合は、就学支援金の金額が確定した後に、授業料から就学支援金額を差し引いた金額を、請求させていただきます。
※3 編入学生については、 前籍校の状況等により、授業料の自己負担額が増える場合があります。詳しくは、本校にお問い合せください。
※4 授業料は、原則として一括納入ですが、分納を希望される場合はご相談ください。
※5 就学支援金は在籍期間が支給対象ですので、年度途中での休学、 他校への転学、退学の場合は、 納入していただく授業料の自己負担額が増えること

になります。
※6 就学支援金制度については、本要項の4ページをご覧ください。 また、同制度については、文部科学省ホームページにも説明がありますので、御

参照ください。

市町村民税の課税標準額×6%
一市町村民税の調整控除の額

0円（非課税）以上
15万4,500円未満 15万4,500円以上 重要説明事項

世帯年収目安 590万円程度未満 590万円程度以上 　就学支援金は、毎年11月頃に決
定します。
　年間の授業料から就学支援金
を差し引いたものを授業料請求
額としてご案内するため、就学
支援金そのものが保護者の方に
支払われることはございません。

①授業料 　400,000円 　400,000円

②高等学校就学支援金　等
※国からの支援金です（要申請）

支給基準額（加算あり）
▲396,000円

支給基準額（加算なし）
▲118,800円

授業料（自己負担額）（①−②の金額） 　　 4,000円 　281,200円

（3）



17. 教育ローン 学校法人河原学園が提携している、地方銀行・その他民間機関の教育ローンが利用できます。
また、日本政策金融公庫等の国の機関も利用できます。

16. 奨　学　金 愛媛県奨学資金を利用できます。河原調理専門学校にお問い合わせください。また、中学校在学中に、
愛媛県奨学資金の予約が可能です。現在の学級担任の先生にご相談ください。

14. 納 入 方 法 納入金･諸費用等については、指定の口座に納入してください。納入金額･時期については、別途ご
連絡いたします。（必ず学籍番号･生徒氏名を入力してください。）

18. 学割通学定期 通学に電車・バスなどの交通手段を利用する場合は通学定期が利用できます。（一部交通機関を除く）

19. 特別特待生制度 本校を卒業して、河原学園専門学校＊へ進学される場合は、専門学校の初年度の学費が減免されます。
減免額は入学を希望する専門学校へご確認ください。＊2年制以上の学科に限る

15. 河原調理専門学校特待生制度

1. 選　　考　　方　　法
2. 受　　付　　期　　間

書類選考、面接（推薦は本人のみ、一般は保護者同伴）
令和7年12月1日（月）～令和8年4月1日（水）

備　　　考　①進級時に特待生の適用に対する見直しを行うことがあります。
②選考結果は、入学試験の合格通知と同時に郵送で通知します。選考に関するお問い合わせにはお答えできません。
③高等学校等就学支援金制度との併用が可能です。

中学校時の活動（学習や出席状況、特別活動等）及び面接試験などを総合的に判断し授業料及び校納金から最大175,000円を
減免する。

13.高等学校等就学支援金
　高等学校等就学支援金制度により、授業料の一部を国が負担します。合格通知に同封の案内に従って、所定の手続きが必要です。期日
までに手続きがない場合には、受給対象であっても、受給はできなくなりますのでご注意ください。詳細については、河原調理専門学校まで
お問い合わせください。

【高等学校等就学支援金製度について】
下記は令和7年度の実績です。
法改正により金額の変更が予定されていますので詳細はHPをご参照ください。

１．高等学校等就学支援金制度とは 家庭の状況にかかわらず、意志ある高校生が安心して勉学に打ち込める社
会をつくるため、国が授業料に充てる高等学校等就学支援金を支給し、家庭の教育費負担を軽減する制度です。返済
は不要ですが、必ず所定の手続きが必要になります。学校から案内された手続きを行わない場合は就学支援金を受
給できません。また、偽りや不正な手段により就学支援金を受給した場合は罰則の対象となります。

2．支給方法 就学支援金は、学校設置者（学校法人等）が生徒本人に代わって受け取り、授業料と相殺されます。生徒
本人や保護者が直接受け取るものではありません。授業料と就学支援金との差額については、自己負担していただく
必要があります。

3．支給の対象 支給の対象は、河原調理専門学校の「授業料」のみとなりますので、入学金や校納金は対象外となります。
4．支給の目安 

高等学校等就学支援金 市町村民税の課税標準額×6%−市町村民税の調整控除の額（保護者の合算） 世帯年収の目安

支給基準額（加算なし）▲118,800円 15万4,500円以上30万4,200円未満 590万円程度以上

支給基準額＋
加算あり

▲ 396,000 円
0円（非課税）以上15万4,500円未満 590万円程度未満

【重要】
※１　就学支援金を受給するためには、所定の申請手続きが必要になります。本校から申請書類をお送りしますの
で、必ず提出してください。提出がない場合、就学支援金の支給対象であっても受給することはできません。
生徒の状況によって準備する書類が異なりますので、必ず確認をお願いします。

※２　私立の全日制課程の高校（定額授業料）の場合、支給上限額は１年間当たり396,000円までとなります。
また、高校在学期間を通じて最大36か月までが上限となります。この条件を超える部分は、就学支援金の支
給対象とはなりませんので御承知ください。

※３　授業料は入学時に履修した時点で発生しますので、履修不認定となった場合でも就学支援金の支給対象とな
ります。そのため、再履修等により支給対象の上限を超えた分の授業料については就学支援金の対象にはなら
ず、全額自己負担となります。

※４　就学支援金は、在学期間中のみ支給されます。年度途中に休学、他校への転学、退学する場合は、その年度内
の休学期間および転・退学後の期間は支給対象となりませんので、その期間の授業料は全額自己負担となります。

※高等学校等就学支援金の申請に、マイナンバーが必要となります。
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（連絡先名）

（電話番号）

自 宅 電 話 番 号

緊 急 連 絡 先

※保護者①、②に
　連絡がつかない場合

（　　  ） 　　　  -

（　　  ） 　　　  -

　　　　

※　ご記入いただいた個人情報は、入学選考のみに利用させていただきます。

氏名
写真

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

（西暦　　　　　　　年）

〒　　　　ー

昭和
平成 年　　　　月　　　　日生

立　　　　　　　　　　　　　中学校　　　　　　　　年　　　　月　卒業　・　卒業見込

フリガナ

住所

氏名
生徒との関係フリガナ

住所
フリガナ

フリガナ
新
入
学
希
望
者

男
・
女

受検者氏名
生年月日

昭和
平成

〒　　　　ー

年　　　月　　　日生
受検番号

住　所

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

受付年月日

受 験 票

保
護
者
等
①

氏名
生徒との関係フリガナ

住所
フリガナ

保
護
者
等
②

出身学校

携帯番号

携帯番号

生年
月日

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

写真受検者氏名

　 　 　 　

令和　 　 　 年 　 　 月 　 　 日 　 　 午 前 ・ 午 後 　 　 時 　 　 分

受検番号

住　　所

受領印
（選考料領収書）

￥10,000－領収いたしました
学校法人河原学園 河原調理専門学校

選考年月日

入試区分 □ □推薦 一般

生年
月日

昭和
平成 年　 月　 日

本校からの連絡先として優先される方を保護者等①の欄に記入願います。

氏　名
電話番号

写真
（　　　　）　　　　 ー

立

中学校

フリガナ

受付番号
入試区分 □推薦　　□一般

受付年月日 令和　　　.　　　　.

学 　 　 　 科 出身中学校

男
・
女

高等課程 調理師養成学科

河原調理専門学校入学願書
高等課程 調理師養成学科

記入日

河原学園 家族制度

令和　　年　　月　　日
□申し込みます
 　（申込書類同封）
□申し込みません

□推薦入試　　　□一般入試

併 願 校
合格発表日

入試区分

年 月 日
高校

併願を希望される方は記入してください（一般入試のみ） 選考料入金日　　　 ／

受付番号

河原調理専門学校入学願書
高等課程 調理師養成学科

※　ご記入いただいた個人情報は、入学選考のみに利用させていただきます。

氏名
写真

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

（西暦　　　　　　　年）

〒　　　　ー

昭和
平成 年　　　　月　　　　日生

立　　　　　　　　　　　　　中学校　　　　　　　　年　　　　月　卒業　・　卒業見込

フリガナ

住所

氏名
生徒との関係フリガナ

住所
フリガナ

フリガナ
新
入
学
希
望
者

男
・
女

受検者氏名
生年月日

昭和
平成

〒　　　　ー

年　　　月　　　日生
受検番号

住　所

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

受付年月日

受 験 票

保
護
者
等
①

氏名
生徒との関係フリガナ

住所
フリガナ

保
護
者
等
②

出身学校

携帯番号

携帯番号

生年
月日

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

写真受検者氏名

　 　 　 　

令和　 　 　 年 　 　 月 　 　 日 　 　 午 前 ・ 午 後 　 　 時 　 　 分

受検番号

住　　所

受領印
（選考料領収書）

￥10,000－領収いたしました
学校法人河原学園 河原調理専門学校

選考年月日

入試区分 □ □推薦 一般

生年
月日

昭和
平成 年　 月　 日

本校からの連絡先として優先される方を保護者等①の欄に記入願います。

氏　名
電話番号

写真
（　　　　）　　　　 ー

立

中学校

フリガナ

受付番号
入試区分 □推薦　　□一般

受付年月日 令和　　　.　　　　.

学 　 　 　 科 出身中学校

男
・
女

高等課程 調理師養成学科

記入日

河原学園 家族制度

令和　　年　　月　　日
□申し込みます
 　（申込書類同封）
□申し込みません

□推薦入試　　　□一般入試

併 願 校
合格発表日

入試区分

年 月 日
高校

併願を希望される方は記入してください（一般入試のみ） 選考料入金日　　　 ／

受付番号

自 宅 電 話 番 号

緊 急 連 絡 先

※保護者①、②に
　連絡がつかない場合

（連絡先名）

（電話番号）

（　　  ） 　　　  -

（　　  ） 　　　  -

〒 ー

　　　　

〒　　　　ー

河原次郎
22

2010

790

松山市一番町1丁目1-3

父

934089 2666

松山市

松山市

城山

城山

令和 8 3

エヒメケンマツヤマシイチバンチョウ カワハラ

マツヤマシイチバンチョウ

0001

790 0001

〒790-0001

4 3

22 4 3

22 4 3

カ ワ ハ ラ 　ジ ロ ウ

河原次郎

河原次郎

河原次郎

カ ワ ハ ラ 　ジ ロ ウ

河 原 太 郎
カ ワ ハ ラ 　タ ロ ウ

母河 原 花 子
カ ワ ハ ラ 　ハ ナ コ

記入例
※黒のボールペンで
　丁寧に記入してください。

松山市一番町1丁目1-3
マツヤマシイチバンチョウ

7 12 1

学校法人河原学園（職場）

○○○ ○○○ ○○○○

○○○ ○○○ ○○○○
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（連絡先名）

（電話番号）

自 宅 電 話 番 号

緊 急 連 絡 先

※保護者①、②に
　連絡がつかない場合

（　　  ） 　　　  -

（　　  ） 　　　  -

　　　　

※　ご記入いただいた個人情報は、入学選考のみに利用させていただきます。

氏名
写真

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

（西暦　　　　　　　年）

〒　　　　ー

昭和
平成 年　　　　月　　　　日生

立　　　　　　　　　　　　　中学校　　　　　　　　年　　　　月　卒業　・　卒業見込

フリガナ

住所

氏名
生徒との関係フリガナ

住所
フリガナ

フリガナ
新
入
学
希
望
者

男
・
女

受検者氏名
生年月日

昭和
平成

〒　　　　ー

年　　　月　　　日生
受検番号

住　所

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

受付年月日

受 験 票

保
護
者
等
①

氏名
生徒との関係フリガナ

住所
フリガナ

保
護
者
等
②

出身学校

携帯番号

携帯番号

生年
月日

縦3cm×横2.4cm
※必ず写真を貼付のこと

写真受検者氏名

　 　 　 　

令和　 　 　 年 　 　 月 　 　 日 　 　 午 前 ・ 午 後 　 　 時 　 　 分

受検番号

住　　所

受領印
（選考料領収書）

￥10,000－領収いたしました
学校法人河原学園 河原調理専門学校

選考年月日

入試区分 □ □推薦 一般

生年
月日

昭和
平成 年　 月　 日

本校からの連絡先として優先される方を保護者等①の欄に記入願います。

氏　名
電話番号

写真
（　　　　）　　　　 ー

立

中学校

フリガナ

受付番号
入試区分 □推薦　　□一般

受付年月日 令和　　　.　　　　.

学 　 　 　 科 出身中学校

男
・
女

高等課程 調理師養成学科

河原調理専門学校入学願書
高等課程 調理師養成学科

記入日

河原学園 家族制度

令和　　年　　月　　日
□申し込みます
 　（申込書類同封）
□申し込みません

□推薦入試　　　□一般入試

併 願 校
合格発表日

入試区分

年 月 日
高校

併願を希望される方は記入してください（一般入試のみ） 選考料入金日　　　 ／

受付番号
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※ご記入いただいた個人情報は、入学選考のみに利用させていただきます。

ふりがな

学校法人　河原学園
河原調理専門学校長 様

中学校名

校 長 名　　　　　　　　　　　　　　　　 印

令和　　 年　　  月　　  日

平成　  年　   月　  日生　 （男・女）

氏　　名

推薦理由

特筆すべき
事項

令和 ８ 年  ３ 月 卒業見込

下記の者を貴校入学者として適当と認め、推薦します。

推　薦　書

20×20

一般入試用作文用紙 ※推薦入試希望者は出願時に作文の提出は不要です。

●この用紙に320字以上400字以内、文題自由で記入してください。
●黒色の鉛筆にて横書きで記入してください。
●入学願書に同封して提出してください。

氏名（ふりがな）

▲

320字以上
400字以内

題
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20×20

一般入試用作文用紙 ※推薦入試希望者は出願時に作文の提出は不要です。

●この用紙に320字以上400字以内、文題自由で記入してください。
●黒色の鉛筆にて横書きで記入してください。
●入学願書に同封して提出してください。

氏名（ふりがな）

▲

320字以上
400字以内

題
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